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村井純『インターネット文明』岩波書店，2024 年 

                          李 敏 2025年 7月 27日 

日本の「インターネットの父」と呼ばれる著者が、自らが黎明期から携わってきた

経験をもとに、インターネットが技術に留まらず、いかにして現代の「文明」そのも

のになったのかを解き明かす一冊である。その誕生の背景にある思想から、社会・経

済・政治に与えたインパクト、そして未来の姿までを、技術の本質を知り尽くした第

一人者ならではの視点で平易に解説する。 

 

そもそも文明とは？ 

 西洋：西洋における「文明（Civilization）」は、ラテン語の「civis（市民）」や

「civitas（都市）」に由来する。この語源が示すように、文明は元来、都市に住

む人々の洗練された生活様式や社会組織と深く結びついていた。一般的に、文明

は文字、政府、余剰食糧の生産、分業、都市化といった要素を持つ、高度に発達

した文化として定義される。（World History Encyclopedia） 

 中国: 中国では伝統的に、「文（文徳や礼節）」によって天下を治めることを理想

とする「華夏文明」という考え方があった。これは武力による支配とは対照的

な、徳治主義的な思想に基づいている（百度百科）。 

 日本: 明治期に西洋の "civilization" の概念が輸入されると、福澤諭吉は『文

明論之概略』の中で、文明を「人の身を安楽にして心を高尚にする」「人の智徳の

進歩」と捉え、物質的な豊かさと精神的な品位の両方が向上する状態であると論

じた（ 「語源から考える『文明』」東海大学文明研究所所員 現代教養センター教授 

田中彰吾）。 

 共通点： 

１．「野蛮」との対比 

２．都市の存在、国家の形成、社会の階層化など、高度に組織された社会システムの

存在 

 相違点： 

西洋：普遍的な進歩の段階としてとらえ、西洋の文明をその頂点とする傾向がある。 

    中国：中華思想のように、自らを世界の中心とする考え。「文徳」、「例」とい

う道徳的・精神的規範が重視される。 

現代の意義：ハンティントンなど  各文明の独自性や多元性を認め、相対的にとら
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える。 

 第 1 章：インターネット文明とはなにか  

明確に提示されていないのは大きな瑕疵である。 

本書における文明の定義は？ 

p.22  

李的定義：地球上の物理的に異なる空間に存在する文明ではなく、サーバー空間とい

う一つの共有空間において、人と国が知識・技術のシームレスな交換・運用を行い、

人類共通の利益をもたらすインターネットを基盤とした社会システムを指す。 

 

 第 2 章：テクノロジーとともに生きる 第 3章：日常生活に不可欠となったイン

ターネット 

⇒インターネットにかかわる技術の変遷 

AI，IoT、５G、ビッグデータとの関係、オンライン課金の仕組み、暗号セキュリ

ティ、ブロックチェーン技術、メディカルインクルーションの実現 

 

 第 4章：インターネット文明の政策課題 

 プライバシー保護と監視社会： 1984年の世界を彷彿される 

 インターネット規制と国際協調：規制と発展のジレンマ 

 言語と出版文化：自国民アイデンティティの維持、AI の発展によってその問

題の緊迫性が一層高まる。（自国の文化、言語がどこの国の AIにどのリソー

スに基づき、またどの方法で学習されるかによって、後世へ伝達する文明が

異なってくる。 

 サーバーセキュリティの三つの空間（国内、国際、グローバル）：国際分断が

深刻化するなかで、グローバルのサーバーセキュリティの実現は果して可能

なのか。 

 第 5 章：国際政治におけるインターネット 

 インターネットと地理学：時差の問題 ⇒よく感じている 

 インターネットと地政学：インフラと政治、安全、特に海底ケーブルと北極

圏をめぐる新たな競争 

 米中摩擦とインターネットの未来 

 後発効果（後発アドバンテージ）：模倣、下位互換性を意識せずに発展でき

る。⇒中国：いち早く５Gへの切り替え。QRコード支払いシステムの he普及
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（クレジットカードの未熟の段階を超えて） 

 

 第 6 章：インターネット文明で果たすべき日本の役割 

 日本の技術開発の底力を見せるとき 

インターネット発展の歴史において、日本は 1990年代初頭、特に IPv4から

IPv6への転換を主導したにもかかわらず、ハードウェア開発競争に敗れてし

まった。その原因は、NTTを中心とする日本の通信業界が自国内のビジネス

のみに関心を持ち、世界に向けて製品や技術を販売する視点と販売力が欠如

していたことにある。実際、このことはガラケー、MD、液晶テレビなどの製

品が世界市場で敗れた原因でもある。 

 インターネットの公共性と持続可能性 

 経済中心のインターネットから人間中心のインターネットへ 

「誰も排除されない、誰も取り残されない。」⇒公平と効率の両立はどの

ように実現できるのか。 

 日本のデジタル化を実現するための行政データの公開（オープンデータ

化）、自治体同士の連携と競争 

⇒自治・自主化の保証と中央集権化のジレンマ 

 

 コメント 

インターネットの誕生、発展、さらに将来の展望という科学技術史だけでなく、そ

の技術の内容、問題点、および技術の発展に伴う政治問題、倫理問題、国家間関係を

深く考えさせる著書である。 

著者がインターネット文明をグローバルという視点で捉える点で、やや楽観的すぎ

るような気がする。いずれはこれまでの文明のように、異質な者同士の間に紛争が起

きることを悲観的に考えざるを得ない。 

また、技術の開発と発展という技術力以外に、率先して標準規格を設立し、それを

世界に広げる販売力を伴わなければ、真に世界をリードすることはできない。 

さらに、技術の開発やそれに伴う制度の設立において、公平と効率、自主性と統制

のバランスをどのように取るかが大きな課題である。（日本の教育制度が典型例） 

また、後発効果のメリットを再認識した一方で、先頭を走る側がいかに迅速に最新

の技術と制度を取り入れるかも課題と考えられる。 


